






要約:静岡県西部地区では早期より地域全体で HB 母子感染予防に取り組んできた。昭和 55

年より浜松医大がセンターとなり HB キャリア妊婦の登録を行ってきた。各施設の分娩数

調査の回答率に関しても昭和57年には86.2%となった。各産科施設より紹介されてきたHBe

抗原陽性妊婦より生まれた児に予防処置を行い、昭和 55 年に年間 9 例より開始して、昭

和 59 年には年間 33例の予防に成功した。これとは別に静岡県の小学生(5、6 年生)の HBs

抗原検査を定期的に行っている。この結果をもとに治験の初期の効果が表れているかどう

かを検討した。県西部地区においては、昭和 62年には 2529 名中 7名の HBs 抗原陽性者が

あったが、平成 6年には 1175名中 HBs抗原陽性者は 0名であった。


